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霧下蕎麦とは、霧深い高地で育まれた良質な蕎麦のこと。
全国に味自慢のご当地蕎麦や名店は数 あ々りますが、
おいしい蕎麦をつくるには霧下蕎麦にまさる素材はない、といわれます。
特に霧下蕎麦の産地として名高いのが、信越国境の一帯。
一茶の故郷・柏原へ。霧下蕎麦100%、生粉打ち名人の味を訪ねました。

信州霧下そば庵若月（長野県信濃町）

365c.《365カラット》●1年365日、心地よく、楽しく暮らし
ていくために。そのヒントを皆さまとともに見つける場と
してご用意したのが、この小冊子「365c.」です。「カラット
=carat」は、宝石の質量――輝きをイメージするもの。1
年の中の1日、1日に、より多くの輝きを、と願って…。

文◎西上原三千代
写真◎藤本勉
料理◎谷島せい子（料理研究家）
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取
材
に
訪
れ
た
10
月
、
黒
い
三
角
形

の
粒
を
実
ら
せ
た
蕎
麦
は
、
刈
り
入
れ

を
待
つ
ば
か
り
で
し
た
。
一
面
の
蕎
麦

畑
の
向
こ
う
に
は
、
飯
縄
、
戸
隠
、
黒
姫
、

妙
高
、
斑
尾
の
北
信
五
岳
が
連
な
り
ま

す
。
柏
原
で
は
蕎
麦
は
7
月
の
終
わ
り

に
播
き
、
収
穫
は
10
月
半
ば
過
ぎ
。
蕎

麦
が
育
っ
て
実
る
ま
で
の
こ
の
期
間
、

朝
に
夕
に
、
蕎
麦
畑
は
し
ば
し
ば
濃
い

霧
の
海
に
沈
み
ま
す
。

「
昼
夜
の
寒
暖
差
が
大
き
い
と
蕎
麦
は

お
い
し
く
育
ち
ま
す
。
昼
間
高
か
っ
た
気

温
が
、夜
に
な
る
と
ぐ
ー
っ
と
冷
え
込
む
。

だ
か
ら
、
霧
が
出
る
ん
で
す
。
こ
こ
の
蕎

麦
は
、
甘
み
が
あ
っ
て
香
り
高
く
て
、
素

晴
ら
し
い
味
で
す
よ
」

と
、
柏
原
の
蕎
麦
打
ち
名
人
、
若
月

一
子
さ
ん
は
い
い
ま
す
。
俳
人
小
林
一

茶
の
生
地
と
し
て
も
知
ら
れ
る
柏
原
は
、

霧
下
蕎
麦
発
祥
の
碑
も
建
つ
ほ
ど
蕎
麦

自
慢
の
土
地
柄
。
火
山
灰
土
壌
の
こ
の

土
地
で
は
蕎
麦
は
古
く
か
ら
大
切
な
主

食
で
、
明
治
や
大
正
の
昔
に
は
蕎
麦
を

上
手
に
打
て
な
い
と
嫁
に
は
い
け
な
い
、

と
い
わ
れ
た
と
か
。
現
在
で
は
自
宅
で
蕎

麦
を
打
つ
伝
統
は
ほ
ぼ
失
わ
れ
ま
し
た

が
、
若
月
さ
ん
の
店「
信
州
霧
下
そ
ば
庵
」

で
は
、
柏
原
独
特
の
生
粉
打
ち
の
蕎
麦

を
今
も
供
し
て
い
ま
す
。

若
月
さ
ん
は
、
つ
な
ぎ
を
一
切
加
え

ず
、
地
元
で
穫
れ
た
霧
下
蕎
麦
1
0
0

%
で
蕎
麦
を
打
ち
ま
す
。
粉
は
、
昔
な

が
ら
の
味
を
伝
え
る
信
濃
1
号
と
い
う

品
種
を
契
約
栽
培
し
て
も
ら
い
、
香
り

を
そ
こ
な
わ
な
い
よ
う
丸
挽
き
し
た
も

の
を
使
用
。
難
し
い
と
さ
れ
る
こ
の
生

粉
打
ち
を
可
能
に
し
て
い
る
の
が
、
柏

原
伝
統
の「
湯
湿
し
」と
い
う
手
法
で
す
。

こ
れ
は
最
初
に
蕎
麦
を
湿
ら
せ
る
時

に
、
熱
湯
を
使
う
と
い
う
独
特
の
も
の
。

「
熱
湯
で
香
り
を
引
き
出
す
ん
で
す
。

こ
れ
で
味
が
決
ま
る
、大
切
な
仕
事
」

と
い
い
つ
つ
、
若
月
さ
ん
は
こ
と
も
な

げ
に
指
で
粉
と
湯
を
か
き
混
ぜ
て
い
き

ま
す
。
で
も
本
当
は
、

「
熱
い
で
す
よ
、と
て
も
。
あ
ち
ち
ち
、っ

て
い
い
た
い
ぐ
ら
い
」

もっと、おいしい日本へ
黒姫山に降りる霧が、朝陽の直射から

蕎麦を守り、健やかに育てる。

1 粉の真ん中に熱湯を注ぎます。これが
湯湿しで、蕎麦の香りを引き出す大切なス
テップです。2 熱さをこらえて、両手で粉を
すり合わせるようにまんべんなく粉全体に
水分を行き渡らせます。3 加減を見ながら
今度は水を加え、軽く押すようにさらに水分
を行き渡らせます。気温や粉の乾燥度合
いで加える水の量は変わるので、水加減は
手触りや弾力などではかります。4 生地が
まとまるようになってきたら、鉢に熱湯を注
ぎ、その水分を生地に吸わせるように練っ
ていきます。最初は手や鉢の肌にべたべ
たと生地がつきますが、練るうちに次第に
コシと弾力が出てつかなくなってきます。
5 生地を丸くまとめて次は蕎麦打ちへ。

蕎麦を打つには甘皮を取り除いて丸挽き
した蕎麦粉を、生地を畳む時や切る時に
振るには、別の専用の蕎麦粉を使います。
右ページの写真は、黒姫山を望む畑で収
穫を待つ蕎麦。小さい写真の上は若月一
子さん。下は蕎麦の種子。貴重品の霧下
蕎麦100％が可能なのも若月さんがこの地
で生まれ嫁いだ生粋の土地っ子だからこそ。
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こ
の
後
、
水
を
加
え
、お
か
ら
状
に
な

っ
た
粉
を
軽
く
押
す
よ
う
に
し
て
水
分

を
馴
染
ま
せ
て
い
き
ま
す
。
難
し
い
の
が

水
加
減
で
、
粉
の
乾
燥
度
合
い
や
気
候

に
よ
っ
て
異
な
っ
て
く
る
た
め
、
若
月
さ

ん
は
長
年
の
経
験
と
勘
を
働
か
せ
て
、

生
地
の
感
触
で
水
分
量
を
決
め
て
い
き

ま
す
。
ば
さ
っ
と
し
た
感
触
に
な
っ
て
生

地
が
ま
と
ま
っ
て
き
た
ら
、
再
び
熱
湯

を
鉢
に
注
ぎ
、
練
り
な
が
ら
全
部
生
地

に
吸
収
さ
せ
ま
す
。
こ
れ
で
粘
り
と
コ

シ
、
ツ
ヤ
が
出
る
の
だ
そ
う
。
十
分
練
っ

て
、
押
し
た
時
の
弾
力
な
ど
で
頃
合
い

を
は
か
っ
て
生
地
を
丸
め
、い
よ
い
よ
蕎

麦
打
ち
に
進
み
ま
す
。

蕎
麦
打
ち
は
、
生
地
を
麺
棒
に
巻
き

取
り
、
生
地
ご
と
転
が
し
て
は
バ
タ
ン
！

と
打
ち
付
け
る
こ
と
の
繰
り
返
し
。

「
蕎
麦
打
ち
と
い
う
ぐ
ら
い
で
す
か
ら
、

打
つ
こ
と
で
コ
シ
が
出
る
ん
で
す
。
延
ば

す
だ
け
の
方
法
も
あ
り
ま
す
が
、な
で

蕎
麦
と
い
っ
て
柏
原
で
は
お
い
し
く
な
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
ね
」

生
地
を
広
げ
て
縁
の
部
分
を
麺
棒
で

延
し
、
今
度
は
さ
っ
き
と
は
対
角
線
方

向
に
巻
き
取
っ
て
転
が
し
、
ま
た
打
ち
付

け
る
。
こ
れ
を
続
け
る
う
ち
に
、
生
地
は

魔
法
の
よ
う
に
薄
く
延
び
て
い
き
ま
す
。

向
こ
う
の
光
が
透
け
る
ほ
ど
に
な
っ
た
ら

折
り
畳
み
、
55
㎝
も
あ
る
包
丁
で
リ
ズ
ミ

カ
ル
に
切
っ
て
完
成
で
す
。
1
㎏
の
粉
で
、

湯
を
注
ぐ
と
こ
ろ
か
ら
20
分
と
少
々
。

「
時
間
を
か
け
る
と
蕎
麦
が
切
れ
や
す

く
な
る
の
で
、
手
早
さ
が
勝
負
で
す
」

と
い
う
若
月
さ
ん
の
手
さ
ば
き
は
、
実

に
無
駄
が
な
く
見
事
な
も
の
で
し
た
。

若
月
さ
ん
が
蕎
麦
打
ち
を
覚
え
た
の

は
小
学
校
1
年
生
の
頃
。
戦
時
下
か
ら

終
戦
後
に
か
け
て
、
米
な
ど
口
に
入
ら

な
か
っ
た
時
代
、
働
く
親
に
代
わ
っ
て
蕎

麦
を
打
つ
こ
と
は
、
若
月
さ
ん
に
と
っ
て

つ
ら
い
仕
事
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
し
か

し
、
豊
か
に
な
っ
て
蕎
麦
が
顧
み
ら
れ
な

く
な
っ
て
き
た
時
、
若
月
さ
ん
は
地
元

婦
人
会
の
女
性
た
ち
に
蕎
麦
打
ち
を
教
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蕎麦はデリケート。
打つ手の温度でも
味が変わってしまう。

もっと、
おいしい
日本へ

6 まとめた生地は台の上でまず手のひら
で押して平たくし、麺棒で延して巻き付け、
7 麺棒ごと生地を転がしてはバタンと台に
打ち付けることを数度行います。再び生地
を広げたら、生地の向きを90度変えて、今
度はさっきの対角線の方向に麺棒に巻き
付け、転がして台に打ち付けます。広げた
時に縁の部分を麺棒で延しつつこれを繰
り返していくと、8 最後には四角く光を透か
せるほどの薄さに。打ち粉を振り撒いてか
ら生地を畳みます。9 縁がギザギザになる
のは、生粉打ちのしるし。10 駒板をガイド
に、包丁の重さで生地を切っていきます。

●信州霧下そば庵若月
JR信越線黒姫駅から徒歩で6分ほどの
場所にあります。もともとは長年JAなど
で働きながら地元婦人会や遠来の希望
者にボランティアで蕎麦打ちを教えてき
た若月さんが、蕎麦打ちの体験施設とし
て建てた施設。要望に応じて蕎麦屋と
しても営業するようになりましたが、今で
も予約すれば蕎麦打ちも楽しめます。

長野県信濃町柏原2487-3
Tel.026-255-4321
11:00～16:00（売り切れ次第終了）
月曜定休（不定休あり）

ざるそば（840円）は、自家製の漬物と煮
物などの小鉢つき。都会の蕎麦屋と違
って量も230gとたっぷり！ おろしそば
（1260円）や天ざる（1575円）もある。

6

7

8

9

10

厳寒の夜中に蕎麦を凍らせ、2カ
月かけて乾燥させる柏原伝統の
「凍り蕎麦」。今は若月さんだけが
生産している貴重な加工品です。

え
る
こ
と
を
思
い
立
ち
ま
す
。
そ
れ
は
、

土
地
に
根
付
い
た
昔
な
が
ら
の
味
を
絶

や
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
思
い
か
ら
で

し
た
。
柏
原
の
蕎
麦
の
味
は
こ
の
地
の

自
然
と
風
土
、こ
こ
に
生
き
る
人
々
の
知

恵
が
育
ん
だ
も
の
。
地
の
霧
下
蕎
麦
に

合
う
の
は
、や
は
り
こ
こ
で
編
み
出
さ
れ

た
湯
湿
し
と
い
う
方
法
だ
と
、
若
月
さ

ん
は
信
じ
て
い
る
の
で
す
。

蕎
麦
は
、
打
つ
人
の
性
格
を
映
す
と

か
。
若
月
さ
ん
の
蕎
麦
は
、
凛
と
し
て
端

正
な
た
た
ず
ま
い
。
茹
で
た
て
を
口
に
運

べ
ば
、
冷
た
く
、
喉
ご
し
よ
く
、
噛
め
ば

ふ
ん
わ
り
蕎
麦
の
香
り
が
広
が
り
ま

す
。
適
度
な
コ
シ
と
ほ
の
か
な
甘
み
は
、

湯
湿
し
の
賜
物
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、

霧
下
蕎
麦
を
育
む
冷
涼
な
朝
夕
の
黒
姫

の
空
気
の
如
く
、き
り
り
と
し
た
味
わ

い
で
し
た
。
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我 が 家 の 環 境 保 護 活 動

光熱費の抑え方
今回のテーマに関するおハガキ総数は529枚。
圧倒的に多かったのは、「こまめに部屋の電気を消すこと」これが一番。
ほかに目立ったのは「深夜電力を利用する」「白熱灯を蛍光灯に替える」
「エアコンと扇風機を併用して冷暖房効率をアップ」
「冷蔵庫の中を整理し冷却効率をよくする。または保冷カーテンをつける」
「太陽光発電を利用する」といったものでした。
全体的には電気に関するものが多く、中でも「コンセントを抜く」
というおハガキが78枚もあり、皆さんの徹底ぶりを感じました。

MY ECO LIFE.
節電のために
「電化製品のコンセントを抜く」と
徹底されている方のおハガキ総数78枚。
家電製品を使っていないのに使ってしまっている電力、それが
待機消費電力。具体的にはメモリや時計タイマー、モニター表
示などの機能を維持するために使われる電力のことを指します
が、それ以外にも主電源は切っているのに電源コンセントを差
し込んでいるだけで電力を消費してしまう電化製品も多くある
ので、皆さん、これを気にして「コンセントを抜く」という対応をさ
れています。

家庭で消費される電力の約10％は待機消費電力。
これは一世帯におけるテレビの消費電力と同じ割合。まさに
見逃すことのできない省エネの大敵といえそうですね。

待機消費電力が高いのは、どんな家電製品？

さらにさらに、
こんな面白いアイデアも。

そのほか、こんな省エネ法が
多く目につきました。

「余熱調理や圧力鍋の利用で
ガス代を節約」
鍋物などは火を止めている時のほうが味が染み込みやすいとも
いわれていますね。

「家族で続けてお風呂に入って
ガス代を節約」
一番風呂は脱衣所との温度差でヒートショックを起こしがち。
お年寄りの方はお気を付けて。

「なるべく家族が同じ部屋に
集まって過ごす」
一家団らん。家族のコミュニケーションとしても大事なことですね。

エアコンのスイッチは外出30分前にオフにする。
早寝早起きで、なるべく電気を付ける時間を減らす。
夏は庭などに打ち水をして冷房利用を減らす。
夏は冷たい水で床掃除すると少し涼しくなる。
夏は西側のカーテンを早めに閉めて温度上昇を抑える。
夏の暑い日は図書館などで過ごして涼む。
……まさにクールシェアですね。
窓際に日よけの植物を植える。
……ゴーヤ（にがうり）を植えている方が多く見られました。
冷蔵庫の中身をホワイトボードに書いて開閉を減らす。
……賞味期限や冷凍したものなど明細を書いておくとよ
いようです。

おハガキ
数32枚

おハガキ
数16枚

おハガキ
数15枚

夜のリラックスタイムやパーティに灯したい、おしゃれなキャンドル。
手づくりするのは難しそうに思えますが、タイプによっては意外に簡単なものも。
型に流し込んだり、丸めたり、まずは手軽な手法のものからチャレンジしてみては。
長い冬の夜、手づくりのキャンドルが心なごむ時を運んでくれることでしょう。
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監修◎横島憲夫（トモスキャンドルクラフト）＋文◎辻井みなみ＋写真◎藤本勉



10 9

も
の
を
つ
く
る
喜
び
と
、
や
さ
し
く

揺
ら
め
く
灯
り
が
も
た
ら
す
や
す
ら

ぎ
と
。
こ
の
ふ
た
つ
を
と
も
に
楽
し
め

る
の
が
、
手
づ
く
り
キ
ャ
ン
ド
ル
の
魅

力
。
キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く
り
の
手
法
は
さ

ま
ざ
ま
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
比
較
的

簡
単
な
キ
ャ
ン
ド
ル
レ
シ
ピ
を
ご
紹
介

し
ま
し
ょ
う
。

ワ
ッ
ク
ス
は
電
磁
調
理
器
を
使
っ
て

温
め
る
の
が
安
全
で
簡
単
で
す
。
キ
ャ

ン
ド
ル
の
主
な
材
料
と
な
る
ワ
ッ
ク
ス
は

室
温
で
は
固
形
で
す
が
、
熱
を
加
え
る

と
次
第
に
柔
ら
か
く
な
り
、
約
48
℃
で

溶
け
始
め
て
液
体
状
に
な
り
ま
す
。
だ

か
ら
こ
そ
柔
ら
か
く
な
っ
た
ワ
ッ
ク
ス
を

細
工
し
た
り
、
溶
け
た
状
態
で
型
に
流

イ
ッ
チ
オ
フ
す
る
な
ど
し
て
、
温
度
が

上
が
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
調
整
を
。

ワ
ッ
ク
ス
を
溶
か
す
に
は
70
℃
程
度

ま
で
加
熱
し
ま
す
。
温
度
が
下
が
っ
て

55
℃
ぐ
ら
い
に
な
る
と
い
ち
ば
ん
温
度

が
低
い
表
面
の
部
分
が
融
点
ぎ
り
ぎ

り（
50
℃
弱
）に
な
っ
て
膜
が
張
り
始
め

ま
す
。
ワ
ッ
ク
ス
を
ホ
イ
ッ
プ
す
る
場
合

は
、
こ
の
ぐ
ら
い
の
状
態
で
か
き
混
ぜ
る

よ
う
に
し
ま
す
。

ワ
ッ
ク
ス
の
温
度
が
下
が
っ
て
作
業
に

最
適
な
固
さ
に
な
る
に
は
時
間
が
か
か

り
ま
す
。
キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く
り
は
十
分
時

間
を
と
っ
て
。
の
ん
び
り
と
手
仕
事
の

楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

に
熱
く
な
り
す
ぎ
た
ワ
ッ
ク
ス
は
危
険

で
す
。
ワ
ッ
ク
ス
が
い
っ
た
ん
溶
け
た
ら

電
磁
調
理
器
の
中
心
か
ら
外
し
た
り
ス

し
込
ん
で
好
み
の
形
を
つ
く
る
こ
と
が

で
き
る
わ
け
で
す
が
、
作
業
に
は
熱
が

つ
き
も
の
で
す
の
で
注
意
が
必
要
。
特

キャンドルを
楽しむための注意点

7ポイント

1●キャンドルは吹き消すと煤や匂いが出ます。消
す時は芯をピンセットなどでつまんで倒し、溶けたワ
ックスに浸して消します。こうすると匂いや煤が出ま
せん。消えたら次に灯す時のために芯を立ててお
きます。

2●キャンドルを灯す時には、倒れないよう固定し、
周りに燃えるものを置かないでください。火をつけた
らその場を離れないで。

3●安全のためには、キャンドルをつくる際、芯を下
まで入れず1cmぐらい上までに留めます。テレビの
上など温まる場所ではロウが溶けて芯が底から出て
しまう怖れがありますので、置かないようにしてくだ
さい。

4●煤が出る場合は炎が大きすぎるので、芯を少し
切ってください。炎が小さくなるのは芯のまわりに溶
けたワックスが溜まりすぎているから。少し捨てるよ
うにします。

5●ワックスを溶かす時は、まずビーカーの底が隠
れる程度にワックスを入れ、いったん溶けてから必
要量を加えます。一度ビーカーの中で固まったワッ
クスを溶かす時は、底から加熱すると危険。電磁調
理器の端の方に置いて横から熱を加えるようにして
ください。

6●ワックスが衣服についたら、新聞紙を衣服の上
下に当てて弱でアイロンをかけて、ワックスを紙に
吸わせます。その後、ワックスがついた箇所を軽く
揉んでください。

7●溶けたワックスが身体についたら、慌てて無理
にはがそうとしないこと。すぐ冷たい水で冷やし、そ
の後にはがすのがベストです。

基本の材料と道具
ビーカーの代わりに鍋を使
ったり、電磁調理器の代わ
りに湯煎にするといったこと
もできますが、できれば道具
は揃えた方が便利です。

カラーシートワックス
ワックスでできたシートです。
14色あり、粘度が高いワック
スを使っているので加工しや
すく、竹串の先で自在にカッ
トすることができます。

qブレンドワックス
用途に応じていくつか種類があります。
今回使ったのはPM20で、粘りけが強
く、曲げるなどの加工がしやすいタイプ
のものです。

w顔料
溶かしたワックスに混ぜて使います。粉
状のほか、固形もあり、赤・黄・青の3
色を混ぜて色を出します。

eパラフィンワックス
標準的な粒状のワックスです。単独で
使うと気泡や亀裂が生じやすいので、
ブレンドワックスに混ぜるなどして使い
ます。

rスリムキャンドル
そのままでも使える極細のキャンドル。
普通はさまざまなキャンドルの芯として
利用します。

tパレットナイフ
製菓用のナイフを流用。キャンドルの
成型や表面を磨くのに使います。

y温度計
150℃まで測れるタイプがおすすめ。

u組芯
溶かしたワックスに浸して使います。
扱いが難しいので、最初はスリムキャ
ンドルで代用するとよいでしょう。

q溶けたワックスを紙コッ
プに入れ、割り箸でグルグ
ルとかき混ぜます。

i5インチキャンドル
P11のグラデーションキャンドルをつくる
時などに芯として使います。

o電磁調理器
熱の加え方の調整がしやすく、ワックスを
扱うのには最適です。いったんワックスが
溶けたら、熱くなりすぎないようにスイッチ
を切ったり電磁面からビーカーを外すなど
して、こまめに温度調整を。

!0ホーロービーカー
ステンレスもありますが、色が見やすいの
で白いホーローのビーカーがおすすめ。使
い終わったあとはお湯を注ぎ、冷えてから
水の表面に張ったワックスを取り除きます。

e胴になる部分は芯を抜
き、竹串で刺してワックス
に浸し、割り箸でワックス
を足して太らせます。

wだんだんに白くホイップ
状になってきたらボールキ
ャンドルの芯を持って浸し、
雪だるまの頭をつくります。

r胴から竹串を抜き、ワ
ックスが固まらないうちに
頭の部分をのせてくっつ
けます。

y好みのカラーシートワッ
クスから竹串を使って※1目
や鼻、マフラーの材料を
切り取ります。

t割り箸で紙コップのワッ
クスをすくい、頭と胴の間
にワックスを足して雪だる
まの形に。

u目と鼻を貼り付けます。
頭半分から下に付けるの
が可愛くつくるポイント。

o竹串でマフラーの仕上
げ。この後、透明なワック
スにサッと浸します。※2

i好みの色のカラーシート
ワックスを首に巻いて、マ
フラーをつくります。

つくってみよう！その1

トモスキャンドルクラフト代表、横島憲夫さん。
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8

雪だるま
キャンドル
泡雪のようにホイップした
ワックスを使って簡単につくれます。
クリスマス・シーズンに向けて、
ちょっと楽しいキャンドルです。

材料／2個分
ブレンドワックス（PM-20）…200グラム
ボールキャンドル…4個（雪だるま2個分）
カラーシートワックス…数枚（好きな色を）

※1 竹串をカッターナイフの代わりに使うと手
を切る心配がありません。

※2 ディッピングといいます。目や鼻が取れにく
くなります。
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q溶かした透明のワックス
を注ぎ口付近をカットした
牛乳パックに2～3cm注ぎ
ます。

e上に膜が張ってきたら透
明ワックスを牛乳パックの
2/3まで注ぎます。

w顔料をまぜて着色した
ワックスを少しずつ注いで、
好みの色にします。

r5インチキャンドルの先
の山になった部分を切り
落として平らにします。

y底2cmほどの余地（q

で注いだ高さ）を残してワッ
クスの中に立てます。

t5cmほどの高さにカット
して、残りはもうひとつの
分に使えるよう同じように
します。

uしばらくするとまた膜が
張るので透明ワックスを注
いで、少しかきまぜます。

o周囲のバリが気になる
ようだったら、パレットナイ
フなどできれいに磨きます。

i冷えて十分に固まった
ら、型を外します。身が厚
いので急がず、ゆっくりと。

q牛乳パックでつくったト
レイに透明ワックスを入
れ、端から着色ワックスを
注ぎます。

e人肌くらいに冷めたらト
レイを外します。冷めすぎ
たようならぬるめのお湯で
温めます。

wすぐにパレットナイフや
竹串で色を泳がせて、濃
淡をつけます。

r縦に置いてスリムキャン
ドルを端にのせます。この
時、下から1cm以上空け
ます。

y縁の部分を曲げるなど
好みのアレンジを加え、最
後に芯を適度な長さに切
ります。

tスリムキャンドルをはさ
んだまま、手でくるくると巻
いていきます。

つくってみよう！その2つくってみよう！その3

グラデーション
キャンドル
牛乳パックでワックスを型付けする、
四角柱のどっしりとしたキャンドル。
時間をおいて少しずつワックスを
注ぎ、色の濃淡を出します。

ロール
キャンドル
牛乳パックを利用して
成型したワックスプレートを、
冷め切らないうちに
端からくるくる巻いて出来上がり！

材料／2個分
ブレンドワックス（PM-20）…1000グラム
5インチキャンドル…1本
（上下に切ってキャンドル2個分）
顔料…好みの色を適量
牛乳パック(500ml)…2個

材料／2個分
ブレンドワックス（PM-20）…200グラム
スリムキャンドル…2本　顔料…適宜（好きな色を）
牛乳パック(1000ml)…1個

トモスキャンドルクラフト
定期的にキャンドルづくりの教室を開催。詳細は電話でお問い合わせを。また、
キャンドルづくりに必要な材料の入手もここで可能。購入に関してはFAX、郵便、
またはE-mailでどうぞ。 住所：東京都渋谷区神宮前1-14-34 森ビル
（株）トモス内アトリエ TEL&FAX：03-3796-0807
E-mail：craft@tomoscandle.co.jp ホームページ：http://www.tomoscandle.co.jp
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活躍しています。私の新しいキッチン
File18：勝野友紀さん（静岡県浜松市）

大好きな色に囲まれて
お料理する、至福の時間が
流れる対面キッチン。

文◎365c.編集部＋写真◎梶原祥造

右からご主人・功三さん、
ご長女・遙珂ちゃん（1才8カ月）、友紀さん。
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い
わ
ず
と
知
れ
た
名
物
う
な
ぎ
や

浜
名
湖
産
の
新
鮮
な
魚
貝
、
そ
し
て
温

暖
な
気
候
が
育
む
農
産
物
に
支
え
ら

れ
た
豊
か
な
食
文
化
を
持
ち
、
一
方
で

は
数
々
の
音
楽
祭
が
開
か
れ
、「
音
楽
の

ま
ち
」
と
し
て
の
活
気
も
見
せ
る
静
岡

県
浜
松
市
。
そ
の
中
心
街
か
ら
自
動
車

で
ゆ
っ
く
り
30
分
ほ
ど
走
っ
た
高
台
、

そ
こ
に
は
静
岡
ら
し
い
茶
畑
や
果
樹
園

が
並
び
、
や
が
て
近
年
造
成
さ
れ
た
住

宅
地
が
姿
を
見
せ
ま
す
。
勝
野
友
紀
さ

ん
が
今
年
2
月
か
ら
暮
ら
し
始
め
た

新
居
は
、
そ
の
一
角
で
、
秋
の
陽
光
に

照
ら
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
以
前
か
ら
こ
の
場
所
が
気
に
入
っ
て

当
た
り
も
最
高
で
す
か
ら
」

そ
ん
な
言
葉
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、

南
向
き
の
リ
ビ
ン
グ
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
窓
か

ら
は
暖
か
く
や
わ
ら
か
な
光
が
降
り

注
ぎ
、
心
地
よ
い
空
間
を
つ
く
っ
て
い
ま

し
た
。
ス
テ
ン
キ
ャ
ビ
シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ

ン
S.

S.

は
、
そ
の
窓
に
向
か
う
形
に
置

か
れ
た
対
面
式
で
、
友
紀
さ
ん
の
好
き

な
ワ
イ
ン
レ
ッ
ド
系
の
色（
扉
カ
ラ
ー
＝

ス
パ
ー
ク
ル
プ
ラ
ム
）を
ま
と
い
、
イ
ン
テ

リ
ア
に
気
持
ち
よ
く
溶
け
込
ん
で
い
ま

す
。

「
S.

S.

を
選
ぶ
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
の

は
、
ス
テ
ン
レ
ス
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
な
ら
で

は
の
耐
久
性
の
高
さ
で
す
。
こ
れ
は
、

く
、
詰
め
込
ん
じ
ゃ
っ
て
い
ま
す
…
」
と

友
紀
さ
ん
は
仰
い
ま
す
が
、
引
き
出
し

の
中
は
き
ち
ん
と
整
理
さ
れ
、
作
業
の

し
や
す
さ
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
対

面
式
に
し
た
の
は
、
前
に
住
ん
で
い
た

ア
パ
ー
ト
も
対
面
式
で
、
そ
の
使
い
勝

手
の
よ
さ
に
慣
れ
て
い
た
か
ら
だ
と
か
。

「
ま
だ
娘
が
小
さ
い
で
す
か
ら
、
対
面

式
な
ら
、
台
所
に
立
っ
て
作
業
し
て
い

て
も
、い
つ
も
目
配
り
で
き
る
の
で
安
心

で
す
。
作
業
の
し
や
す
さ
自
体
も
、
以

前
に
比
べ
れ
ば
広
く
な
っ
た
せ
い
も
あ
っ

て
、
か
な
り
よ
く
な
り
ま
し
た
ね
」

機
能
的
に
は
、
使
っ
て
み
て
一
番
役

立
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
オ
ー
ト
ム
ー
ブ

ン
ク
」が
搭
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
I
H
や
シ
ン
ク
も
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
全
体
的
に
お
手
入
れ
し
や
す
く
感

じ
ま
す
。
ア
パ
ー
ト
の
キ
ッ
チ
ン
と
違
っ

て
自
分
の
も
の
、
と
い
う
意
識
が
働
く

せ
い
か
、
以
前
よ
り
ひ
ん
ぱ
ん
に
お
手

入
れ
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
。
そ

れ
と
、
生
ゴ
ミ
は
三
角
コ
ー
ナ
ー
に
た

め
込
ん
だ
り
せ
ず
、
す
ぐ
に
ま
と
め
て

生
ゴ
ミ
処
理
機
で
処
理
し
て
し
ま
い
ま

す
の
で
、
こ
れ
も
清
潔
に
保
て
て
い
る

ポ
イ
ン
ト
。
ゴ
ミ
の
量
も
随
分
と
減
り

ま
し
た
」

友
紀
さ
ん
は
、
主
婦
業
と
子
育
て
を

こ
な
し
な
が
ら
、
今
も
フ
ル
タ
イ
ム
で

16

い
て
、
よ
う
や
く
手
に
入
れ
た
マ
イ
ホ

ー
ム
で
す
」

と
語
る
友
紀
さ
ん
は
現
在
、
ご
主
人

の
功
三
さ
ん
と
ご
長
女
・
遙
珂
ち
ゃ
ん

と
の
3
人
家
族
で
す
。

ご
主
人
は
愛
知
県
、
友
紀
さ
ん
は
三

重
県
と
他
県
の
出
身
で
す
が
、
お
仕
事

の
関
係
で
浜
松
に
来
て
数
年
。
雪
が
少

な
く
温
暖
な
気
候
、
買
い
物
な
ど
の
便

も
い
い
浜
松
に
住
み
や
す
さ
を
感
じ
、

遙
珂
ち
ゃ
ん
の
誕
生
を
機
に
、
転
勤
が

あ
っ
て
も
娘
に
は
転
校
の
つ
ら
さ
を
味

わ
わ
せ
な
い
よ
う
、
こ
の
地
へ
の
定
住
を

決
意
し
た
の
だ
そ
う
。

「
し
か
も
、
こ
こ
は
特
に
静
か
で
、
陽

シ
ス
テ
ム
だ
と
い
い
ま
す
。

「
洗
っ
た
鍋
な
ど
、
ふ
だ
ん
よ
く
使
う

も
の
を
入
れ
て
あ
り
ま
す
。
そ
の
ま
ま

水
切
り
で
き
て
、
使
わ
な
い
時
に
は
電

動
で
上
げ
て
し
ま
え
る
の
で
重
宝
し
て

い
て
、
我
な
が
ら
使
い
す
ぎ
？
と
い
う

く
ら
い
よ
く
使
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
I

H
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
も
い
い
で
す

ね
。
オ
ー
ル
メ
タ
ル
タ
イ
プ
に
し
た
の
で
、

以
前
か
ら
使
っ
て
い
た
鍋
も
使
え
ま
す

し
、
何
よ
り
お
手
入
れ
の
し
や
す
さ
が

違
い
ま
す
」

ま
た
、
お
手
入
れ
の
し
や
す
さ
と
い

う
点
で
は
、
汚
れ
に
く
く
、
し
か
も
水

は
ね
音
が
静
か
な
「
美
・
サ
イ
レ
ン
ト
シ

私
の
母
が
20
年
ほ
ど
前
に
建
て
た
家
の

キ
ッ
チ
ン
が
、
も
う
だ
い
ぶ
ボ
ロ
ボ
ロ
に

な
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
経
験
か
ら
耐
久
性

は
大
事
だ
と
勧
め
て
く
れ
た
か
ら
で

す
。
実
際
使
っ
て
み
て
頑
丈
さ
を
感
じ

ま
す
し
、
長
持
ち
し
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
」

レ
イ
ア
ウ
ト
は
I
型
2
4
0
㎝
の
対

面
キ
ッ
チ
ン
の
背
面
に
、
通
路
に
た
っ
ぷ

り
余
裕
を
取
っ
て
、
カ
ッ
プ
ボ
ー
ド
と
家

電
収
納
庫
を
組
み
合
わ
せ
た
収
納
エ
リ

ア
。
フ
ロ
ア
コ
ン
テ
ナ
キ
ッ
チ
ン
の
収
納

力
も
あ
い
ま
っ
て
、
余
裕
の
収
納
量
を

確
保
し
て
い
ま
す
。

「
共
働
き
な
の
で
買
い
置
き
の
品
が
多

看
護
師
と
し
て
ご
活
躍
。
こ
の
日
は
夜

間
勤
務
に
夕
方
か
ら
お
出
掛
け
に
な

る
と
の
こ
と
で
、
ご
主
人
と
遙
珂
ち
ゃ

ん
の
夕
飯
の
つ
く
り
置
き
と
、
休
憩
時

間
に
同
僚
と
一
緒
に
食
べ
る
さ
つ
ま
い

も
の
蒸
し
ケ
ー
キ
を
つ
く
る
た
め
、
キ

ッ
チ
ン
に
立
ち
ま
し
た
。

そ
の
間
、
ご
主
人
に
「
奥
さ
ん
の
料

理
は
何
が
お
い
し
い
で
す
か
？
」
と
聞

く
と
、「
ど
れ
も
、
み
ん
な
お
い
し
い
で

す
よ
」
と
満
足
げ
な
笑
顔
。
食
は
や
は

り
、
毎
日
の
活
力
の
素
で
す
。
お
仕
事

を
持
ち
な
が
ら
大
変
で
す
が
友
紀
さ

ん
、
ぜ
ひ
、
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
く

だ
さ
い
。

1「対面キッチンなら、キッチンに立っていても、いつも子どもの姿が
確認できるので安心できます」と友紀さん。
2 一番のお気に入り「オートムーブシステム」。ふだんよく使う鍋など
を、水切りを兼ねてしまっています。
3 IHクッキングヒーターはオールメタルタイプを採用。以前から使っ
ていた鍋も使えるので便利です。
4 カップボード内は整然と食器類。まだまだ増えても大丈夫。
5,6 この日は夕方から夜勤に出かけるため、同僚と休憩時間に食
べるお菓子を準備。ご主人と遙珂ちゃんの夕飯は焼きそばです。
7 ワークトップからすぐ振り向いた位置にカップボード。
8シンクは「美・サイレントシンク」のため水はね音が静かです。
9 キッチン扉は迷った末、友紀さんの好きな色になりました。
10,11 ダイニングの窓からは緑が目にやさしく、勝手口の窓からも、
鏡面タイプのキッチン扉に映し込まれていました。

1

2

3

4 5 6

7

9
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リ
ビ
ン
グ
に
違
和
感
な
く
溶
け
込
む

”デ
ザ
イ
ン
シ
ン
ク
“の
も
う
ひ
と
つ
の
顔
は
、

清
掃
性
や
静
音
性
も
高
い
”実
用
シ
ン
ク
“。

10
年
経
っ
て
も
陳
腐
化
し
な
い
、

大
人
の
テ
イ
ス
ト
の
シ
ン
ク
。

「
ア
ク
リ
ス
ト
ン
シ
ン
ク
」の
開
発
は
、
オ

ー
プ
ン
レ
イ
ア
ウ
ト
の
キ
ッ
チ
ン
で
も
違
和

感
な
く
リ
ビ
ン
グ
に
溶
け
込
む
デ
ザ
イ
ン

性
が
大
き
な
命
題
で
し
た
。

「
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
洗
練
、
シ
ン

プ
ル
、
高
級
。
い
わ
ば
大
人
の
テ
イ
ス
ト
を

表
現
す
る
と
い
う
も
の
。
こ
れ
は
、
当
初

S.

S.

に
導
入
す
る
に
あ
た
っ
て
の
商
品

イ
メ
ー
ジ
と
の
統
一
で
し
た
。
そ
の
後
、

ク
リ
ン
レ
デ
ィ
に
も
展
開
す
る
こ
と
と
な

り
、
始
め
は〈
親
し
み
や
す
い
〉商
品
イ
メ

ー
ジ
の
ク
リ
ン
レ
デ
ィ
に
合
う
か
ど
う
か

不
安
だ
っ
た
の
で
す
が
、
3
種
類
の
デ
ザ

イ
ン
テ
イ
ス
ト
に
よ
る
9
つ
の
カ
ラ
ー
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
揃
え
る
こ
と
で
、
ク
リ
ン
レ

デ
ィ
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
も
成
功
し
ま
し

た
。
直
線
基
調
の
張
り
の
あ
る
シ
ン
ク
デ

ザ
イ
ン
の
中
に
も
柔
ら
か
な
優
し
い
シ
ン

ク
カ
ラ
ー
を
ま
と
っ
た
こ
と
で
、
10
年
経

っ
て
も
陳
腐
化
し
な
い
、
と
い
う
デ
ザ
イ

ン
コ
ン
セ
プ
ト
の
背
景
に
あ
る
目
標
も
ク

リ
ア
し
た
と
思
い
ま
す
」（
島
崎
）

お
客
さ
ま
が
選
び
や
す
い
よ
う
に

設
定
し
た
3
つ
の
テ
イ
ス
ト
。

藤
本
に
よ
る
と
、
リ
ビ
ン
グ
空
間
に
せ

り
出
し
た
キ
ッ
チ
ン
は
、い
わ
ば「
家
具
」

材
だ
と
隙
間
が
出
て
し
ま
い
が
ち
な
と
こ

ろ
を
ピ
タ
ッ
と
収
め
ら
れ
た
の
は
、
見
た

目
の
よ
さ
だ
け
で
な
く
商
品
全
体
の
質

感
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」（
島
崎
）

ア
ク
リ
ス
ト
ン
版

「
美
・
サ
イ
レ
ン
ト
」を

実
現
さ
せ
た
ク
リ
ナ
ッ
プ
の
底
力
。

カ
ウ
ン
タ
ー
と
の
階
段
方
式
結
合
と
、

そ
の
結
合
部
を
美
し
く
処
理
す
る
研
磨

技
術
、
表
面
に
光
沢
を
持
た
せ
清
掃
性

を
高
め
た
成
型
技
術
、
食
器
割
れ
解
消

や
静
音
化
の
た
め
の
素
材
開
発
と
シ
ン

ク
板
厚
の
改
良
な
ど
、
両
デ
ザ
イ
ナ
ー

は
口
を
揃
え
て
、
ク
リ
ナ
ッ
プ
研
究
所
お

よ
び
設
計
・
生
産
技
術
ス
タ
ッ
フ
、
工
場

の
作
業
担
当
者
の
底
力
に
、
感
動
を
覚

え
た
と
い
い
ま
す
。

「
人
工
大
理
石
の
シ
ン
ク
は
単
な
る
デ

ザ
イ
ン
優
先
と
捉
え
ら
れ
が
ち
で
す
が
、

当
社
の
ア
ク
リ
ス
ト
ン
シ
ン
ク
は
、
あ
ら
ゆ

る
リ
ビ
ン
グ
に
マ
ッ
チ
す
る
デ
ザ
イ
ン
性
に

加
え
、
ア
ク
リ
ス
ト
ン
版〈
美
・
サ
イ
レ
ン

ト
シ
ン
ク
〉と
も
い
え
る
清
掃
性
・
静
音

性
を
備
え
た
、
ク
リ
ナ
ッ
プ
の
技
術
を
結

集
し
た
実
用
シ
ン
ク
で
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
一
品
一
品
丹
精
込
め
て
仕
上
げ
た
自

信
作
を
、
ぜ
ひ
一
度
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
で
お

確
か
め
く
だ
さ
い
」（
島
崎
）

の
ひ
と
つ
だ
の
こ
と
。
そ
の
顔
と
な
る
ア

ク
リ
ス
ト
ン
シ
ン
ク
に
は
3
つ
の
個
性
＝
テ

イ
ス
ト
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
モ
ノ
・
シ
リ
ー
ズ
は
無
彩
色
の
ラ
イ
ナ
ッ

プ
で
、モ
ダ
ン
な
空
間
と
の
相
性
を
意
識
。

ビ
ビ
ッ
ド
・
シ
リ
ー
ズ
は
鮮
や
か
で
主
張
力

の
高
い
カ
ラ
ー
を
揃
え
、
リ
ビ
ン
グ
空
間

の
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
の
位
置
づ
け
で
す
。

そ
し
て
パ
ス
テ
ル
・
シ
リ
ー
ズ
は
、
透
明
感

の
あ
る
ア
ク
リ
ス
ト
ン
素
材
の
美
し
さ
を

生
か
し
た
淡
い
上
品
な
色
合
い
。
リ
ビ
ン

グ
に
や
さ
し
く
華
を
添
え
る
…
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
を
意
識
し
た
も
の
で
す
。
異
な

る
テ
イ
ス
ト
を
ご
用
意
し
た
こ
と
で
、
お

客
さ
ま
の
比
較
検
討
に
も
お
役
立
て
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
」（
藤
本
）

成
型
自
由
度
の
高
い
素
材
を
生
か
し
て

機
能
性
も
充
実
。

ア
ク
リ
ル
樹
脂
を
専
用
の
型
に
流
し

込
ん
で
つ
く
る
ア
ク
リ
ス
ト
ン
シ
ン
ク
は
、

そ
の
素
材
特
徴
か
ら
、
形
状
の
制
約
が
比

較
的
少
な
い
素
材
と
い
え
ま
す
。
つ
ま
り
、

自
由
な
デ
ザ
イ
ン
が
可
能
と
い
う
こ
と
。

「
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
は
、
と
て
も
気
持

ち
よ
く
デ
ザ
イ
ン
で
き
ま
し
た
し
、
さ
ら

に
は
実
用
性
を
充
実
さ
せ
ら
れ
た
こ
と

に
も
満
足
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
洗
剤
ポ

ケ
ッ
ト
と
シ
ン
ク
と
の
間
な
ど
、
他
の
素

近
年
、
キ
ッ
チ
ン
レ
イ
ア
ウ
ト
は
オ
ー
プ
ン
化
の
傾
向
が
加
速
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
家
族
が
集
う
L
D
K
ス
タ
イ
ル
の
確
立
と
と
も
に
、
当
社
の「
美
・
サ
イ
レ
ン
ト
シ
ン
ク
」を

は
じ
め
と
す
る
清
掃
性
や
静
音
性
に
優
れ
る
機
能
・
機
器
の
進
化
も
、
そ
の
要
因
と
な
っ
て
い
る

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
オ
ー
プ
ン
キ
ッ
チ
ン
の
デ
ザ
イ
ン
性
向
上
を

目
的
に
開
発
さ
れ
た「
ア
ク
リ
ス
ト
ン
シ
ン
ク
」に
つ
い
て
、

今
回
は
、開
発
本
部
デ
ザ
イ
ン
室
の
島
崎
龍
太
郎
、藤
本
真
弘
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

お手入れしやすく、水はね音も静か。丈夫で美しいアクリストンシンク
アクリストンワークトップの美しさをより生かす柔らかな風合い。強度と弾力を
併せ持つ素材は破損に強く、耐熱性もハイレベル。清掃性と静音性にも優
れ、ステンレス製の「美・サイレントシンク」と同レベルの約40dB※の静けさを
実現しています。※当社試験による数値。

3テイスト＆9カラー
カラーによっては100回を超える色出し試作を経て選び抜かれたラインナッ
プ。色合いや質感は、ぜひショールームでご確認ください。

ワークトップとシンクの階段状の
接合は、強度を高める上、美しい
仕上がりに。汚れもたまりにくい
デザインとなっています。

専用の洗剤ポケットは、汚れたスポ
ンジなどをさりげなく隠すデザイン。
シンクとの隙間も最小限に抑え、汚
れが入りにくくしています。

パステル
シリーズ

モノ
シリーズ

ビビッド
シリーズ

クリアベージュ（G） クリアグリーン（Y） クリアピンク（R）

クリアブルー（L） クリアイエロー（I） クリアオレンジ（O）

クリアホワイト（W） クリアグレー（N） クリアダーク（X）

最も汚れやすい垂直面は鏡面仕
様。お手入れがしやすくなっています。
また底面はマットな仕上がりで、キズ
が目立たないようにしてあります。

◎発売後の仕様変更で新た
に加えられたまな板ホルダー
は脱着式。それ以前にご購
入のお客さまのために、後付
パーツもご用意しています。

ステンレスシンクの常識を覆した、
汚れにくく水はね音が
静かなシンクです。
アクリストンシンクも
そのコンセプトを継承。
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